
 

 

 

 

 

 

 

 愛宕小は，この９月２０日にめでたく創立７０周年を迎えました。昭和２５

年（１９５０年）９月２０日，白子小学校の一部（江島･愛宕）と若松小学校

の一部（原永）が一つになり，愛宕小学校が誕生しました。  

この記念日に伴い，記念式典等の行事を予定しておりましたが，残念ながら

感染症の影響で執り行うことが困難となりました。しかし，この状況下でも少

しでも記念に残ることをと思い，ＰＴＡ本部役員･学校運営協議会の皆様とと

もに次のことを計画し，感染予防に努めながら実施する運びとなりました。  

 

 〇 「70 周年記念展示」を開催します。  

    学校創立当時からの学校や地域の移り変わり等の懐かしい写真を展示  

します。保護者･地域の皆様，ぜひご覧ください。  

         場所：愛宕小学校 南館１階コミュニティールーム  

     日時：11 月６日（金）～11 月 17 日（火）10:00～15:00  

※  土日は除く。事前検温，マスク着用をお願いします。  

  〇 ＰＴＡより寄贈していただきます。  

・  在校生に 70 周年記念の下敷きを配付予定  

下敷きに掲載する人文字は，10 月６日に無事撮影できました。  

・  学校で，今後長年活用できる記念の品を贈呈していただく予定  

現在，ＰＴＡと学校で検討，調整中です。決定次第，報告させて  

いただきます。  

 

 

               

 第１回代表委員会において，後期の役員を目指し立候補した子どもたちが，

「自分が役員になったらこんな学校にしたい」という強い思いを述べてくれま

した。その結果，５名が選出されました。  

これからも「笑顔あふれる学校」にするため，  

代表委員や各委員会のみんなと一緒に活躍して  

くれることを期待しています。  

【会長】牧田珠葵（６年）  

【副会長】横山友一朗（6 年）越山莉子（5 年）  

【書記】大野心優（6 年）黒木鈴菜（5 年） 
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【教育目標】  

知・徳・体の  

調和がとれ  

主体的・協働的に

行動できる  

児童の育成  

愛宕小 創立７０周年記念の取り組みを紹介します 

後期の児童会役員が決まりました！ 



 

 

  

第３回学校運営協議会が，８月に開催されました。今回は，３部会に分かれ

ての熟議となりました。この３部会は，学校教育目標にもある｢知（確かな学

力）｣「徳（豊かな心）」「体（健やかな体）」のことも考えたグループとなって

います。学校運営協議会委員とＰＴＡ，教職員が３つの部会に分かれ，学校の

課題をもとにしたテーマについて，気づいたこと，できること等，意見を出し

合い，その後，全体で共有しました。今後に生かしていきたいと考えておりま

すので，ご協力の程よろしくお願いいたします。  

 

〇 学力向上推進部：テーマ「読書活動の推進（読書が好きな子を育てる）」 

【学校】朝の読書活動に積極的に取り組む。支援員を積極的に活用する。 

     秋の読書週間での活動(図書館まつり等)に取り組む。        

       冊数や時間など数値目標を決め，達成に向けて取り組む。 

 【家庭･地域】家に学校に提供できる本があれば，学級文庫などで活用しても 

らう。読書週間には，子どもと一緒に保護者も取り組む。 

【ＰＴＡ】学級文庫などへ予算を配当する。 

〇 人権･生活力向上部会：テーマ「自分からすすんであいさつができるには」 

 【学校】児童会や委員会主催のあいさつ運動を活発にする。  

来校者にもしっかりあいさつできるよう働きかける。  

 【家庭】｢おはよう｣｢ただいま｣｢おかえり｣｢いってきます｣｢ありがとう｣等を  

言えることを大切にする。  

【地域】見守りボランティア活動の取組を進める。  

〇 健康･体力向上(環境)推進部会：テーマ「学校で，今必要なこと」 

 【学校】コロナ禍なので，個人技での体力向上を目指してみては。なわとび等，  

子どもの意欲を高めることができる働きかけを考える。  

【家庭】子どもが掲げた目標達成を目指して，保護者も一緒に取り組む。  

【地域】学校が修理等が必要となったときは部会に報告してくれるよう，学  

校と常に連携をとる。定期的に委員が校内を見回り，修繕できる箇所

等考える。環境面について，子どもたちからも気づいたこと等を聞く。  

 

□ 鈴鹿市教育委員会  教育支援課より  

 ・  熟議内容を焦点化できていて良かった。  

 ・  図書館や見守りのボランティア活動を前向きに考えて  

取り組んでもらいたい。  

 ・  子どもたちから修繕等に係る意見を聞き取  

ることは，自分たちの生活環境をよりよくして  

いこうという気持ちを育てることにつながる。  

学校運営協議会だより Ｎｏ .２ 


